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建設工事における情報共有システムの流れ（土木工事・営繕工事：発注者指定型の場合） 

 受注者 監督員 備考 

発注時    

工事着手時 工事着手日までに 

 

  

凡例：かっこ書きは，「ひたちなか市が発注する建設工事における情報共有システム実施要領」の条項を示す。 

 

建設工事における情報共有システムの流れ（土木工事：受注者希望型の場合） 

 受注者 監督員 備考 

発注時    

契約後   ※受注者が希望しない場合 

工事打合せ書を取りかわし

た後は，情報共有システムに

特化した書類の流れはござい

ません。 

工事着手時 工事着手日までに 
受注者が希望する場合 

  

凡例：かっこ書きは，「ひたちなか市が発注する建設工事における情報共有システム実施要領」の条項を示す 

 

  

別紙 1 情報共有システム

対象書類一覧表 

③やむを得ない理由があると認められた場合

は，受発注者協議により対象工事から除外する

ことができる。(同要領の特記仕様書) 

①提出 

②協議 

④対象工事から除外 

 営繕工事のみ
・ ・

変更契約により共通仮設費(積上げ)を減額 

確認 

(第５条) 

別紙 1 情報共有システム

対象書類一覧表 

土木工事：共通仮設費(率)により計上 

営繕工事：共通仮設費(積上げ)により計上） 

①提出 

②協議 

④対象工事から除外  

 

確認 

(第５条) 

工事打合せ書 

①提出 

②協議 

工事打合せ書 
(第３条第１項第２号) 

土木工事：共通仮設費(率)により計上 

別紙 1 情報共有システム

対象書類一覧表 
別紙 1 情報共有システム

対象書類一覧表 

③やむを得ない理由があると認められた場合

は，受発注者協議により対象工事から除外する

ことができる。(同要領の特記仕様書) 
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建設工事における情報共有システムの流れ（営繕工事：受注者希望型の場合） 

 受注者 監督員 備考 

発注時    

契約後   ※受注者が希望する場合 

変更契約を行ってから，同

システムを使用することを基

本としていますが，「軽微な設

計変更」として，最終工期の平

日15日前までに契約変更を行

うことも可能としています。 

※受注者が希望しない場合 

工事打合せ書を取りかわし

た後は，情報共有システムに

特化した書類の流れはござい

ません。 

工事着手時 工事着手日までに 
受注者が希望する場合 

 

  

工事完成時 完了届提出までに 
受注者が希望する場合 

 ※1 利用期間が確定する工期

末を原則とします。 

なお，利用月数については，

情報共有システム提供者と契

約した実質月数とし，下記例

のとおり整数として計上をお

願いします。 

例：情報共有システム提供

者との契約が令和８年５月 31

日から令和８年12月１日まで

の場合は，８箇月分として計

上をお願いします。   

凡例：かっこ書きは，「ひたちなか市が発注する建設工事における情報共有システム実施要領」の条項を示す。 

①提出 

②協議 

④対象工事から除外  

 

確認 

利用期間の確定※1 

完了届 

①提出 

③提出 

確認 

利用期間が確認できた場合 

工事等完了報告書 

工事等検査要求書 

④提出 

(第５条) 

(第３条第１項第２号) 

工事打合せ書 

①提出 

②協議 

工事打合せ書 
(第３条第１項第２号) 

営繕工事：共通仮設費(積上げ)を計上しない
・ ・ ・

 

別紙 1 情報共有システム

対象書類一覧表 

別紙 1 情報共有システム

対象書類一覧表 

③やむを得ない理由があると認められた場合

は，受発注者協議により対象工事から除外する

ことができる。(同要領の特記仕様書) 

②変更契約：共通仮設費(積上げ)を増額 
(営繕工事要領：第３条第１項第２号) 


